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資料編 
調査票 

  

石
岡
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

 

 

 
日
頃
か
ら
市
政
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
，
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
さ
て
，
市
で
は
，
平
成

2
0
年

3
月
に
「
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
作
成
し
，
男
女
が

と
も
に
い
き
い
き
と
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

 

 
こ
の
度
，
第

2
次
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
，
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
，
新
た
な
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
，
皆
様
の
ご

意
見
や
考
え
を
広
く
市
政
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
ご
多
用
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
，
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
，
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

  
平
成
２
８
年

7
月

 

石
岡
市
長

 
今
泉

 
文
彦

 
 

 

【
ご
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

 

 

１
 
回
答
し
て
い
た
だ
く
か
た
は
…

 

こ
の
調
査
は
，
封
筒
の
あ
て
名
の
ご
本
人
が
お
答
え
く
だ
さ
い
。
事
情
に
よ
り
ご
本
人
が
回
答
で

き
な
い
場
合
は
，
ご
家
族
の
方
が
お
答
え
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

 ２
 
回
答
の
方
法
は
…

 

原
則
と
し
て
回
答
記
入
欄
の
中
で
あ
て
は
ま
る
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。
お
答
え
は
設
問
ご

と
に
（
○
は

1
つ
）
（
○
は
２
つ
ま
で
）
な
ど
と
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
，
設
問
を
よ
く
お
読

み
に
な
っ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
「
そ
の
他
」
を
選
択
さ
れ
た
場
合
は
，
具
体
的
内
容
を

（
 

 
 

 
 

 
 
）
内
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

 ３
 
ご
記
入
が
終
わ
っ
た
ら
…

 

無
記
名
の
ま
ま
，
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
，

7
月
３
１
日
（
日
）
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函

 

し
て
く
だ
さ
い
。
（
切
手
は
丌
要
で
す
）

 

 ４
 
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

 

 
 
調
査
は
無
記
名
で
お
答
え
い
た
だ
き
，
回
答
結
果
に
つ
い
て
は
集
計
・
分
析
に
の
み
使
用
す
る
も

の
で
す
。
目
的
以
外
に
使
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

 ５
 
こ
の
調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

 

石
岡
市
役
所

 
市
長
公
室

 
政
策
企
画
課

 
 
男
女
共
同
参
画
担
当
：
長
谷
川
，
植
田
，
横
瀬

 

〒
3

1
5

-
8

6
4

0
 
石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

 

電
話

0
2

9
9

-2
3

-
1

1
1

1
（
内
線

2
2

4
・

2
2

6
）

 
 

電
子
メ
ー
ル

 
 k

ik
a
k
u

@
c
it
y.

is
h

io
k
a
.lg

.jp
 

そ
れ
で
は
，
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す

 

あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｆ
１

 
 
性
別
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
男
性

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

 
 
女
性

 
 

 Ｆ
２

 
 
あ
な
た
の
年
齢
（
平
成
２
８
年
７
月
１
日
現
在
）
は
次
の
ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。

 

１
 

 
２
０
歳
未
満

 

４
 

 
３
０
～
３
４
歳

 

７
 

 
４
５
～
４
９
歳

 

１
０

 
 
６
０
～
６
４
歳

 

１
３

 
 
７
５
～
７
９
歳

 

２
 

 
２
０
～
２
４
歳

 

５
 

 
３
５
～
３
９
歳

 

８
 

 
５
０
～
５
４
歳

 

１
１

 
 
６
５
～
６
９
歳

 

１
４

 
 
８
０
歳
以
上

 

３
 

 
２
５
～
２
９
歳

 

６
 

 
４
０
～
４
４
歳

 

９
 

 
５
５
～
５
９
歳

 
 

１
２

 
 
７
０
～
７
４
歳

 

 

 Ｆ
３
－
１

 
 
あ
な
た
の
職
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

 

（
２
つ
以
上
仕
事
を
お
持
ち
の
方
は
主
な
も
の
を
１
つ
）

 

 
１

 
 
農
林
業
（
自
営
業
主
）

 

 
３

 
 
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
自
営
業
主
）

 

 
５

 
 
自
由
業
（
自
営
業
主
）

 

 
７

 
 
被
雇
用
者
（
専
門
・
技
術
職
）

 

 
９

 
 
被
雇
用
者
（
労
務
職
）

 

1
1

 
 
学
生

 

 
２

 
 
農
林
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
４

 
 
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
６

 
 
自
由
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
８

 
 
被
雇
用
者
（
事
務
職
）

 

1
0

 
 
専
業
主
婦
・
主
夫

 

1
2

 
 
無
職

 

 Ｆ
３
－
２

 
 
上
記
Ｆ
３
－
１
で
，
７
，
８
，
９
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
１
）
そ
の
お
仕
事
は
常
勤
で
す
か
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
常
勤
（
フ
ル
タ
イ
ム
）

 
 

 
 

 
 

 
２

 
 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
パ
ー
ト
，
ア
ル
バ
イ
ト
，
嘱
託

等
）

 

 （
２
）
あ
な
た
の
職
名
は
何
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
役
職
，
管
理
職

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 
非
管
理
職
，
一
般
職

 

 Ｆ
４
－
１

 
 
あ
な
た
は
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

 

１
 

 
結
婚
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 
２

 
 
結
婚
し
て
い
な
い
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
て
い
る

 

３
 

 
離
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
４

 
 
死
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
５

 
 
未
婚

 

 Ｆ
４
－
２

 
 
上
記
Ｆ
４
－
１
で
，
１
と
２
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の

配
偶
者
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
の
職
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

 
 

 
 

 
 
（
２
つ
以
上
仕
事
を
お
持
ち
の
方
は
主
な
も
の
を
１
つ
）

 

 
１

 
 
農
林
業
（
自
営
業
主
）

 

 
３

 
 
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
自
営
業
主
）

 

 
５

 
 
自
由
業
（
自
営
業
主
）

 

 
７

 
 
被
雇
用
者
（
専
門
・
技
術
職
）

 

 
９

 
 
被
雇
用
者
（
労
務
職
）

 

1
1

 
 
学
生

 

 
２

 
 
農
林
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
４

 
 
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
６

 
 
自
由
業
（
家
族
従
事
者
）

 

 
８

 
 
被
雇
用
者
（
事
務
職
）

 

1
0

 
 
専
業
主
婦
・
主
夫

 

1
2

 
 
無
職
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Ｆ
５
－
１

 
 
あ
な
た
に
は
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
か
。

 

１
 

 
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 
い
な
い

 

 Ｆ
５
－
２

 
 
Ｆ
５
－
１
で
，
１
の
「
い
る
」
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

一
番
下
の
お
子
さ
ん
は
，
現
在
次
の
ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
小
学
校
入
学
以
前

 
 

 
 

 
２

 
 
小
学
生

 
 

 
 

 
３

 
 
中
学
生

 
 

 
 
４

 
高
校
生

 

５
 

 
専
門
学
校
，
短
大
，
大
学
，
大
学
院
生

 
 

 
 

  
 
 

 
６

 
 
そ
の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 Ｆ
６

 
 
あ
な
た
の
お
宅
に
は
，
現
在
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
方
は
い
ま
す
か
。

 

１
 

 
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
 

 
 

 
２

 
 
い
な
い

 

 Ｆ
７

 
 
あ
な
た
が
現
在
生
活
し
て
い
る
ご
家
庭
の
家
族
構
成
は
，
次
の
ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。

 

１
 

 
１
人
世
帯

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 
夫
婦
の
み
の
世
帯

 
 

 
 

 
３

 
 
親
と
子
か
ら
な
る
世
帯

 

４
 

 
親
と
子
と
孫
か
ら
な
る
世
帯

 
 

 
 
５

 
 
そ
の
他
の
世
帯
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 Ｆ
８

 
 
あ
な
た
が
現
在
お
住
ま
い
の
地
区
は
ど
の
中
学
校
区
に
な
り
ま
す
か
。

 

１
 
石
岡
中
地
区

 

５
 
旧
柿
岡
中
地
区

 

２
 
府
中
中
地
区

 

６
 
旧
八
郷
南
中
地
区

 

３
 
城
南
中
地
区

 

７
 
旧
有
明
中
地
区

 

４
 
国
府
中
地
区

 

８
 
園
部
中
地
区

 

  

１
 
男
女
の
地
位
の
平
等
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
１

 
 
あ
な
た
は
，
次
に
あ
げ
る
８
つ
の
分
野
に
お
い
て
，
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
。

 
 
（
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
該
当
す
る
「
１
～
６
」
に
○
を
１
つ
）

 

男 性 の 方 が 優 遇 さ

れ て い る  

ど ち ら か と い え ば

男 性 の 方 が 優 遇 さ

れ て い る  

平 等 で あ る  

ど ち ら か と い え ば

女 性 の 方 が 優 遇 さ

れ て い る  

女 性 の 方 が 優 遇 さ

れ て い る  

わ か ら な い  

(1
) 

家
庭
生
活

(家
事
・
育
児
な
ど

) 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(2
) 

職
場

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(3
) 

学
校
教
育
の
場

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(4
) 

政
治
の
場

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(5
) 

町
内
会
，
自
治
会
な
ど
の
住
民
組
織

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(6
) 

地
域
活
動

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(7
) 

社
会
通
念
，
慣
習
，
し
き
た
り
な
ど

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(8
) 

法
律
や
制
度

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

 問
２

 
 
あ
な
た
は
社
会
全
体
で
み
た
場
合
に
は
，
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

３
 

 
平
等
で
あ
る

 

４
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

５
 

 
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

６
 

 
わ
か
ら
な
い

 

 問
３

 
 
今
後
，
あ
な
た
が
，
男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
も
っ
と
平
等
に
な
る
た
め
に
重
要
と
思

う
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
（
○
は
２
つ
ま
で
）

 

１
 

 
法
律
や
制
度
の
見
直
し
を
行
い
，
女
性
差
別
に
つ
な
が
る
も
の
を
改
め
る
こ
と

 

２
 

 
女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
偏
見
，
固
定
的
な
社
会
通
念
，
慣
習
・
し
き
た
り
を
改
め
る
こ
と

 

３
 

 
女
性
自
身
が
経
済
力
を
つ
け
た
り

,知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
な
ど

,積
極
的
に
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

 

４
 

 
女
性
の
就
業
，
社
会
参
加
を
支
援
す
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と

 

５
 

 
国
や
地
方
公
共
団
体
や
企
業
な
ど
の
重
要
な
役
職
に
一
定
の
割
合
で
女
性
を
登
用
す
る
制
度
を
採
用
・

 

 
 
充
実
す
る
こ
と

 

６
 

 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

７
 

 
わ
か
ら
な
い
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問
６

 
 
「
男
は
仕
事
，
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
，
あ
な
た
は
こ
の
考
え
方
を
ど
う

思
い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

1
 

 
同
感
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2

 
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
同
感
す
る

 

3
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
同
感
し
な
い

 
 

 
 

 
4

 
 
同
感
し
な
い

 
 

 
 

 
5

 
わ
か
ら
な
い

 

 問
７

 
 
次
に
あ
げ
る
ア
～
ウ
に
つ
い
て
，
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
か
。
平
日
，

休
日
そ
れ
ぞ
れ
の
１
日
あ
た
り
平
均
時
間
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
※
時
間
を
か
け
て
い
な
い
場
合
は
０
分
と
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
※
次
の
①
～
④
は
ア
～
ウ
に
含
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
 
①
洗
顔
・
入
浴
・
ト
イ
レ
・
身
じ
た
く
な
ど
自
分
の
た
め
の
時
間
，

 
②
食
事
・
飲
食
の
時
間
，

 

 
 

 
 

 
 
③
家
族
と
団
ら
ん
や
お
茶
の
時
間
な
ど
の
休
養
の
時
間
，

 
④
ペ
ッ
ト
の
世
話

 

  

ア
 
家
事

 
家
事
の
時
間
は

 
 

 
平

 
 
日

 
 

 
 

 
 
休

 
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
分

 
 

 
 

 
 

 
 
分

 
 

 
 

 

イ
 
育
児

 
１
．
育
児
に
該
当
す
る
子
ど
も
は
い
な
い

 

２
．
育
児
の
時
間
は

 
 
平

 
 
日

 
 

 
 

 
休

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

 
 

 
 

 
 

 
分

 
 

 
 

 

ウ
 
介
護
・

 

看
護

 

１
．
介
護
・
看
護
を
必
要
と
す
る
家
族
等
は
い
な
い

 

２
．
介
護
・
看
護
の
時
間
は

 
 
平

 
 
日

 
 

 
 
休

 
日

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
分

 
 

 
 

 
 
分

 
 

 

  問
８

 
近
年
，
尐
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
が
，
子
ど
も
の
出
生
数
の
こ
と
で
お
伺
い
し
ま
す
。

 

(1
) 

あ
な
た
の
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
何
人
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
４
人
以
上

 
 

 
 

 
 

 
２

 
 
３
人

 
 

 
 

 
 

 
３

 
 
２
人

 
 

４
 

 
１
人

 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

 
 
０
人

 
 

 
 

 
 

 
６

 
 
わ
か
ら
な
い

 

 (2
) 

実
際
の
子
ど
も
の
数
又
は
実
際
に
子
育
て
で
き
る
と
思
う
数
は
何
人
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
４
人
以
上

 
 

 
 

 
 

 
２

 
 
３
人

 
 

 
 

 
 

 
３

 
 
２
人

 

４
 

 
１
人

 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

 
 
０
人

 
 

 
 

 
 

 
６

 
 
わ
か
ら
な
い

 

 

炊
事
，
食
事
の
片
付
け
，
掃
除
，
洗
濯
，
衣
類
整
理
，
家
計
簿
の
記
入
，
庭
の
草
と
り
，
通
勤
，
通
学
な
ど
の

送
迎
，
単
身
者
が
行
う
炊
事
，
掃
除
，
洗
濯
等
，
家
族
の
身
の
回
り
の
世
話
（
た
だ
し
，
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
の
身
の
回
り
の
世
話
は
「
イ

 
育
児
」
と
す
る
。
）

 

乳
幼
児
・
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
身
の
回
り
の
世
話
，
子
ど
も
の
つ
き
そ
い
，
子
ど
も
の
勉
強
相
手
，
子

ど
も
の
遊
び
相
手

 

家
族
・
親
族
に
対
す
る
日
常
生
活
に
お
け
る
入
浴
・
ト
イ
レ
・
移
動
・
食
事
な
ど
の
手
助
け
，
看
病
，
一
時
的

な
病
気
な
ど
で
寝
て
い
る
家
族
の
介
護
・
看
護

 

２
 
男
女
の
生
き
方
や
家
庭
生
活
な
ど
に
関
す
る
考
え
，
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て

 
 

 

問
４

 
 
次
に
あ
げ
る
男
女
の
生
き
方
や
家
庭
生
活
な
ど
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
，
あ
な
た
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
（
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
該
当
す
る
「
１
～
５
」
に
○
を
１
つ
）

 

 

 
そ う 思 う  

ど ち ら か と

い え ば そ う

思 う  

ど ち ら か と

い え ば そ う

思 わ な い  

そ う 思 わ な

い  

わ か ら な い  

   (1
)「

男
性
（
女
性
）
だ
か
ら
」
と
い
う
決
め
つ
け
は
，
そ
の
人
の

可
能
性
を
閉
じ
こ
め
て
し
ま
う

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(2
)社

会
の
意
識
や
制
度
・
慣
行
に
よ
っ
て
，
男
女
が
仕
事
や
生
き

方
に
つ
い
て
多
様
な
選
択
が
で
き
て
い
な
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(3
)仕

事
や
生
き
方
に
つ
い
て
多
様
な
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(4
)男

性
も
家
事
・
育
児
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(5
)男

性
は
一
家
の
中
心
と
し
て
家
族
を
一
つ
に
ま
と
め
，
指
導
力

を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(6
)女

性
は
結
婚
し
た
ら
自
分
自
身
よ
り
も
夫
や
子
ど
も
な
ど
家
族

を
中
心
に
考
え
て
生
活
し
た
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(7
)女

性
が
仕
事
を
持
つ
の
は
よ
い
が
家
事
，
育
児
も
き
ち
ん
と
す

べ
き
で
あ
る

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(8
)女

性
（
妻
）
が
仕
事
を
持
っ
て
，
男
性
（
夫
）
が
家
事
・
育
児

に
専
念
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

 問
５

 
 
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
家
事
等
を
主
に
誰
が
分
担
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
，
家
計
費
の
管
理
等
に

つ
い
て
最
終
的
に
決
定
し
て
い
る
の
は
ど
な
た
で
す
か
。
（
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
該
当
す
る
「
１

～
６
」
に
○
を
１
つ
）

 

※
一
人
暮
ら
し
の
方
で
、
ご
本
人
自
身
が
該
当
す
る
場
合
は
、

 

 
 
４
の
「
家
族
全
員
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

夫 （ 又 は

パ ー ト ナ

ー ） 

妻 （ 又 は

パ ー ト ナ

ー ） 

一  緒  

家  族  

全  員  

そ の 他

の 人  

わ か ら

な い  

家 事 等 の 分 担
 

(1
)掃

除
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

(2
)洗

濯
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

(3
)食

事
の
し
た
く

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(4
)食

事
の
後
か
た
づ
け
，
食
器
洗
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(5
)育

児
（
乳
幼
児
が
い
る
方
の
み
）

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(6
)高

齢
者
の
世
話
，
介
護
（
対
象
者
が
い
る
方
の
み
）

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

最 終 決 定 者
 

(7
)家

計
費
管
理

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(8
)貯

蓄
・
投
資

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(9
)土

地
・
家
屋
の
購
入

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(1
0

)夫
の
就
職
・
転
職

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(1
1

)妻
の
就
職
・
転
職

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(1
2

)子
の
教
育
・
就
職
（
子
ど
も
が
い
る
方
の
み
）

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 

(1
3

)家
庭
に
お
い
て
全
体
的
な
実
権
を
握
っ
て
い
る
人

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 
6
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(3
) 

(2
)の

実
際
の
数
が
，

(1
)の

理
想
の
数
よ
り
も
尐
な
い
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
何
で

す
か
。
（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

１
 

 
出
産
・
子
育
て
の
身
体
的
・
心
理
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

 

２
 

 
子
ど
も
の
教
育
等
経
済
的
負
担
が
増
え
る
か
ら

 

３
 

 
年
齢
的
な
理
由
か
ら

 

４
 

 
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
困
難
だ
か
ら

 

５
 

 
子
育
て
に
対
し
て
配
偶
者
の
理
解
，
協
力
が
な
い
か
ら

 

６
 

 
子
育
て
よ
り
自
分
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
か
ら

 

７
 

 
欲
し
い
け
れ
ど
で
き
な
い
か
ら

 

８
 

 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

３
 
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
９

 
「
仕
事
」
，
「
家
庭
生
活
」
，
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
の
状
況
に
お
い
て
，
理
想
は
ど
う
あ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
，
実
際
は
ど
う
で
す
か
。
（
現
在
，
仕
事
を
行
っ
て
い
な
い
方
は

今
後
の
お
考
え
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
○
は
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
）

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
「
仕

 
  
事
」
・
・
自
営
業
主
（
農
林
漁
業
を
含
む
）
，
家
族
従
業
，
雇
用
者
と
し
て
週
１
時
間

以
上
働
い
て
い
る
こ
と
。
常
勤
，
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾄ，

ｱ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｲﾄ
な
ど
を
問
い
ま
せ
ん
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
「
家
庭
生
活
」
・
・
家
族
と
過
ご
す
こ
と
，
家
事
，
育
児
，
介
護
，
看
護
な
ど
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
・
・
地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
交
際
・
つ
き
あ
い
な
ど
）
，

学
習
・
研
究
（
学
業
も
含
む
）
，
趣
味
，
娯
楽
，
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
。

 

 【
理
想
】

 

１
 

 
「
仕
事
」
に
専
念
し
て
い
る

 

２
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
に
も
携
わ
り
つ
つ
，
「
仕
事
」
を
優
先
し
て
い
る

 

３
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
と
「
仕
事
」
を
両
立
し
て
い
る

 

４
 

 
「
仕
事
」
に
も
携
わ
り
つ
つ
，
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
を
優
先
し
て
い
る

 

５
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
に
専
念
し
て
い
る

 

６
 

 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

【
実
際
】

 

１
 

 
「
仕
事
」
に
専
念
し
て
い
る

 

２
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
に
も
携
わ
り
つ
つ
，
「
仕
事
」
を
優
先
し
て
い
る

 

３
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
と
「
仕
事
」
を
両
立
し
て
い
る

 

４
 

 
「
仕
事
」
に
も
携
わ
り
つ
つ
，
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
を
優
先
し
て
い
る

 

５
 

 
「
家
庭
生
活
」
又
は
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
に
専
念
し
て
い
る

 

６
 

 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 問
１
０

 
男
性
が
女
性
と
と
も
に
家
事
，
子
育
て
，
介
護
，
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
，

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

１
 

 
家
事
な
ど
の
分
担
に
つ
い
て
，
夫
婦
や
家
族
間
で
話
し
合
い
，
協
力
す
る
こ
と

 

２
 

 
男
女
の
役
割
意
識
に
つ
い
て
の
社
会
通
念
，
慣
習
，
し
き
た
り
を
改
め
る
こ
と

 

３
 

 
男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

 

４
 

 
男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

 

５
 

 
男
性
の
仕
事
中
心
の
考
え
方
を
改
め
る
こ
と

 

６
 

 
男
性
が
子
育
て
や
介
護
，
地
域
活
動
を
行
う
た
め
の
仲
間
作
り
を
す
す
め
る
こ
と

 

７
 

 
男
性
が
家
事
，
子
育
て
，
介
護
，
地
域
活
動
な
ど
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
普
及
啓
発
や
情
報
提
供

を
行
う
こ
と

 

８
 

 
男
女
が
と
も
に
家
事
，
子
育
て
，
介
護
，
地
域
活
動
な
ど
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ

せ
る
こ
と

 

９
 

 
労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

 

1
0

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

用
語
の

意
 
味
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４
 
就
業
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
１
１

 
 
就
業
に
関
し
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

(1
)仕

事
を
こ
な
す
能
力
に
対
す
る
男
女
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
）

 

１
 

 
あ
る
と
思
う

 
 

 
 

 
２

 
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
と
思
う

 

３
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
な
い
と
思
う

 
 

 
４

 
 
な
い
と
思
う

 
 

 
５

 
 
わ
か
ら
な
い

 

 (2
)男

性
向
き
，
女
性
向
き
の
仕
事
内
容
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
○
は
一
つ
）

 

１
 

 
あ
る
と
思
う

 
 

  
  

２
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
と
思
う

 

３
 

 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
な
い
と
思
う

 
 

 
４

 
 
な
い
と
思
う

 
 

 
５

 
 
わ
か
ら
な
い

 

 問
１
２
－
１

 
職
場
に
お
け
る
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
（
３
ペ
ー
ジ
問
１
の

（
２
）

 
職
場
と
同
じ
答
え
に
な
り
ま
す
。
○
は
一
つ
）

 

 

 
１

 
 
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

 
２

 
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

 
３

 
 
平
等
で
あ
る

 

 
４

 
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
ほ
う
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

 
５

 
 
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

 

 
６

 
 
わ
か
ら
な
い

 

  問
１
２
－
２

 
 
問
１
２
－
１
で
，
１
，
２
，
４
，
５
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

１
 

 
採
用
時
の
条
件

 

２
 

 
賃
金
，
昇
進
，
昇
格

 

３
 

 
能
力
の
評
価

 

４
 

 
女
性
は
庶
務
的
な
仕
事
な
ど
男
女
で
職
務
内
容
を
固
定
的
に
分
け
る

 

５
 

 
仕
事
に
対
す
る
責
任
の
求
め
ら
れ
方

 

６
 

 
研
修
の
機
会
や
内
容

 

７
 

 
有
給
休
暇
の
取
得
の
し
や
す
さ

 

８
 

 
育
児
・
介
護
休
暇
の
取
得
の
し
や
す
さ

 

９
 

 
女
性
に
対
し
て
結
婚
，
出
産
退
職
な
ど
の
慣
習
が
あ
る

 

１
０

  
転
勤
や
異
動

 

１
１

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

  

問
１
３
へ

 

問
１
２
－
２

 

へ
 

問
１
３

 
 
次
の
仕
事
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
，
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

 

（
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
該
当
す
る
「
１
～
５
」
に
○
を
１
つ
）

 

そ う 思 う  

ど ち ら か と い

え ば そ う 思 う  

ど ち ら か と い

え ば そ う 思 わ

な い  

そ う 思 わ な い  

わ か ら な い  

(1
)女

性
は
結
婚
す
る
ま
で
は
，
仕
事
を
続
け
た
方
が
よ
い

  
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(2
)女

性
は
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
，
仕
事
を
続
け
た
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(3
)女

性
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
仕
事
を
続
け
る
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(4
)女

性
は
出
産
や
子
育
て
で
一
時
的
に
仕
事
を
や
め
て
も
，
そ
の
時
期

が
過
ぎ
た
ら
再
び
仕
事
を
持
つ
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(5
)女

性
は
仕
事
を
一
生
持
た
な
い
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(6
)男

性
は
家
族
を
支
え
る
た
め
，
仕
事
を
中
心
に
生
活
し
た
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(7
)男

女
問
わ
ず
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
よ
り
は
，
自
由
時
間
の
多
い
パ
ー

ト
の
仕
事
の
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

(8
)男

女
問
わ
ず
家
庭
・
家
族
と
の
触
れ
あ
い
が
充
実
す
る
こ
と
で
仕
事

に
も
良
い
影
響
を
不
え
る
と
思
う
か
ら
，
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
生
活
し
た
方
が
よ
い

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

(9
)男

女
問
わ
ず
で
き
る
こ
と
な
ら
仕
事
よ
り
も
家
庭
・
家
族
と
の
時
間

を
大
切
に
し
た
方
が
よ
い

 
1

 
2

 
3

 
4

 
5

 

 問
１
４
－
１

 
 
あ
な
た
は
中
途
で
仕
事
を
辞
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 
あ
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
２

 
な
い

 

 問
１
４
－
２

 
 
問
１
４
－
１
で
，
１
の
「
あ
る
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
仕
事
を
辞
め
た
主
な
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
健
康
上
の
理
由
の
た
め

 

２
 

 
家
事
や
育
児
に
専
念
す
る
た
め

 

３
 

 
家
事
や
育
児
と
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
た
め

 

４
 

 
高
齢
者
や
病
人
の
介
護
の
た
め

 

５
 

 
経
済
的
に
働
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め

 

６
 

 
賃
金
や
待
遇
な
ど
で
勤
め
先
や
仕
事
の
内
容
に
丌
満
が
あ
っ
た
た
め

 

７
 

 
勤
め
先
の
人
間
関
係
の
た
め

 

８
 

 
結
婚
（
自
主
的
）
の
た
め

 

９
 

 
勤
め
先
で
，
結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ
っ
た
た
め

 

１
０

 
 
夫
（
妻
）
の
転
勤
の
た
め

 

１
１

 
 
家
族
の
反
対
や
無
理
解
の
た
め

 

１
２

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

問
１
４
－
２
へ

 
問
１
５
へ
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５
 
地
域
活
動
・
社
会
参
画
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
１
６
－
１

 
 
あ
な
た
は
現
在
，
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
は
し
て
い
ま
す
か
。

 

１
 
し
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 
し
て
い
な
い

 

 問
１
６
－
２

 
 
問
１
６
－
１
で
，
１
の
「
し
て
い
る
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
活
動
内
容
（
分
野
）
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
主
な
も
の
に
○
を
１

つ
）

 

１
 

 
ま
ち
づ
く
り
関
係

 
 

４
 

 
高
齢
者
関
係

 

７
 

 
健
康
や
医
療
関
係

 

1
0

 
 
町
内
会
関
係

 

２
 

 
自
然
環
境
保
護
関
係

 

５
 

 
障
害
者
関
係

 

８
 

 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
関
係

 

１
１

 
 
そ
の
他
（
具
体
的

 

３
 

 
子
ど
も
関
係

 

６
 

 
安
全
・
安
心
な
生
活
関
係

 

９
 

 
災
害
関
係

 

）
 

 問
１
６
－
３

 
 
問
１
６
－
１
で
，
２
の
「
し
て
い
な
い
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 
地
域
活
動
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
以
前
，
地
域
活
動
を
し
て
い
た
が
，
現
在
は
や
め
て
い
る

 

２
 

 
現
在
，
地
域
活
動
を
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る

 

３
 

 
今
後
，
地
域
活
動
を
し
た
い
と
思
う
が
，
現
在
は
そ
れ
に
向
け
た
準
備
は
し
て
い
な
い

 

４
 

 
地
域
活
動
は
し
た
い
と
思
わ
な
い

 

５
 

 
わ
か
ら
な
い

 

 問
１
７
－
１

 
 
議
員
や
審
議
会
委
員
な
ど
，
政
策
方
針
決
定
の
場
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
に
つ
い

て
，
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
男
性
を
上
回
る
ほ
ど
増
え
る
方
が
よ
い

 

２
 

 
男
女
半
々
に
な
る
く
ら
い
ま
で
増
え
る
方
が
よ
い

 

３
 

 
男
女
半
々
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
，
今
よ
り
増
え
る
方
が
よ
い

 

４
 

 
今
の
ま
ま
で
よ
い

 

５
 

 
今
よ
り
尐
な
い
方
が
よ
い

 

６
 

 
そ
の
他
（
具
体
的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問
１
７
－
２

 
 
問
１
７
－
１
で
，
１
～
３
の
い
ず
れ
か
と
回
答
さ
れ
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
議
員
や
審
議
会
委
員
な
ど
，
政
策
方
針
決
定
の
場
に
女
性
が
増
え
て
い
く
た
め
に
は
，
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
が
特
に
重
要
だ
と
思
う
も
の
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
（
○
は
１
つ
）

 

 
１

 
 
人
々
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

 

 
２

 
 
男
性
優
位
の
組
織
運
営
を
改
善
す
る
こ
と

 

 
３

 
 
女
性
の
能
力
開
発
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

 

 
４

 
 
女
性
自
身
が
積
極
的
な
参
画
意
識
を
も
つ
こ
と

 

 
５

 
 
家
族
か
ら
の
支
援
や
協
力
が
あ
る
こ
と

 

 
６

 
 
政
策
方
針
決
定
の
場
に
女
性
の
比
率
を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

 

 
７

 
 
そ
の
他
（
具
体
的

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

問
１
６
－
２
へ

 
問
１
６
－
３
へ

 

問
１
４
－
３

 
 
問
１
４
－
１
で
，
１
の
「
あ
る
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
仕
事
を
辞
め
た
あ
と
，
再
就
職
し
ま
し
た
か
。

 
（
○
は
１
つ
）

 

 
 

 
 
 

1
 

 
し
た

 
 

 
 

 
２

 
 
し
な
い

 
 

 
３

 
 
し
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た

 
 

  問
１
４
－
４

 
 
問
１
４
－
３
で
，
３
の
「
し
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方

に
お
伺
い
し
ま
す
。
再
就
職
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
な
ん
で
す
か
。
（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

 

１
 

 
希
望
す
る
仕
事
（
職
種
）
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

 

２
 

 
希
望
す
る
雇
用
形
態
（
待
遇
・
時
間
帯
）
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

 

３
 

 
家
庭
生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
両
立
が
難
し
か
っ
た

 

４
 

 
自
宅
の
近
く
又
は
通
勤
が
可
能
な
地
域
で
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

 

５
 

 
自
宅
や
職
場
近
く
で
子
ど
も
を
あ
ず
け
る
場
所
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

 

６
 

 
仕
事
に
見
合
う
資
格
が
な
か
っ
た

 

７
 

 
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
力
や
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

 

８
 

 
自
身
の
体
力
・
健
康
上
の
理
由

 

９
 

 
家
族
の
健
康

 

１
０

 
 
夫
の
税
金
控
除
や
扶
養
手
当
と
の
関
係

 

１
１

 
 
再
就
職
す
る
こ
と
に
対
し
て
丌
安
が
あ
っ
た

 

 
 

 
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

１
２

 
 
そ
の
他

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問
１
５

 
 
女
性
が
働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

 

（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

１
 

 
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
増
加
を
促
進
す
る

 

２
 

 
保
育
施
設
や
介
護
の
た
め
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

 

３
 

 
育
児
・
介
護
の
た
め
の
休
暇
制
度
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
男
性
も
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る

 

４
 

 
出
産
・
介
護
な
ど
で
退
職
し
た
女
性
の
能
力
を
生
か
し
た
再
雇
用
制
度
を
充
実
す
る

 

５
 

 
昇
進
・
昇
格
や
賃
金
，
仕
事
内
容
な
ど
労
働
条
件
面
で
の
男
女
間
格
差
を
是
正
す
る

 

６
 

 
各
種
研
修
や
職
業
訓
練
な
ど
の
機
会
を
充
実
す
る

 

７
 

 
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
在
宅
勤
務
制
度
な
ど
の
導
入
を
促
進
す
る

 

８
 

 
女
性
の
起
業
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
る

 

９
 

 
女
性
が
働
く
こ
と
や
起
業
す
る
こ
と
に
対
す
る
社
会
的
理
解
の
向
上
を
図
る

 

１
０

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

問
１
４
－
４
へ
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６
 
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(配
偶
者
・
恋
人
等
か
ら
の
暴
力

)に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

問
１
８
－
１

 
 
配
偶
者
（
元
配
偶
者
も
含
む
。
）
や
恋
人
か
ら
暴
力
（
問
１
８
－
２
の
よ
う
な
こ
と
）

を
受
け
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。
（
○
は
ひ
と
つ
）

 

1
 
あ
る

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 
な
い

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 
わ
か
ら
な
い

 

 問
１
８
－
２

 
問
１
８
－
１
で
，
１
の
「
あ
る
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

１
 

 
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
わ
ざ
と
捨
て
た
り
壊
し
た
り
さ
れ
る

 

２
 

 
「
ば
か
だ
，
役
立
た
ず
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る

 

３
 

 
外
出
や
人
と
の
付
き
合
い
を
制
限
さ
れ
る

 

４
 

 
身
体
を
傷
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
殴
ら
れ
る

 

５
 

 
平
手
で
打
た
れ
る

 

６
 

 
げ
ん
こ
つ
で
殴
ら
れ
た
り
，
足
で
蹴
ら
れ
た
り
す
る

 

７
 

 
大
声
で
ど
な
ら
れ
た
り
，
暴
言
を
吐
か
れ
る

 

８
 

 
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
行
為
を
強
要
さ
れ
る

 

９
 

 
何
を
言
っ
て
も
無
視
さ
れ
続
け
る

 

１
０

 
 
生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
，
経
済
的
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
る

 

１
１

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 問
１
８
－
３

 
問
１
８
－
１
で
，
１
の
「
あ
る
」
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
あ
な
た
は
，
配
偶
者
か
ら
受
け
た
そ
の
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
，
だ
れ
か
に
打
ち
明
け
た

り
，
相
談
し
た
り
し
ま
し
た
か
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

１
 

 
県
婦
人
相
談
所
・
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た

 

２
 

 
県
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
上
記
以
外
の
県
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

 

３
 

 
石
岡
市
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た

 

４
 

 
警
察
に
連
絡
・
相
談
し
た

 

５
 

 
法
務
局
，
法
テ
ラ
ス
，
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た

 

６
 

 
上
記
（
１
～
５
）
以
外
の
公
的
な
機
関
に
相
談
し
た

 

７
 

 
民
間
の
専
門
家
や
専
門
機
関
（
弁
護
士
・
弁
護
士
会
，
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
関
，
民
間

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
）
に
相
談
し
た

 

８
 

 
医
療
機
関
者
（
医
師
，
看
護
師
な
ど
）
に
相
談
し
た

 

９
 

 
学
校
関
係
者
（
教
員
，
養
護
教
員
，
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
）
に
相
談
し
た
。

 

１
０

 
 
家
族
や
親
せ
き
に
相
談
し
た

 

１
１

  
友
人
・
知
人
に
相
談
し
た

 

１
２

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

１
３

 
 
相
談
で
き
な
か
っ
た

 

１
４

  
相
談
し
な
か
っ
た

 

 

問
１
８
－
２
へ

 

問
１
９
へ

 

 問
１
８
－
４

 
問
１
８
－
３
で
１
３
「
相
談
で
き
な
か
っ
た
」
１
４
「
相
談
し
な
か
っ
た
」
と
お
答
え
い

た
だ
い
た
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。
ど
こ
（
だ
れ
）
に
も
相
談
で
き
な
か
っ
た
，
あ
る
い
は
相
談

し
な
か
っ
た
の
は
，
な
ぜ
で
す
か
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

１
 

 
ど
こ
（
だ
れ
）
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら

 

２
 

 
恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え
な
か
っ
た
か
ら

 

３
 

 
相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら

 

４
 

 
相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
，
仕
返
し
を
受
け
た
り
，
も
っ
と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ
た
か
ら

 

５
 

 
加
害
者
に
「
だ
れ
に
も
言
う
な
」
と
お
ど
さ
れ
た
か
ら

 

６
 

 
相
談
相
手
の
言
動
に
よ
っ
て
丌
快
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら

 

７
 

 
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
，
な
ん
と
か
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら

 

８
 

 
世
間
体
が
悪
い
か
ら

 

９
 

 
他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た
か
ら

 

１
０

  
他
人
に
知
ら
れ
る
と
，
こ
れ
ま
で
通
り
の
つ
き
合
い
（
仕
事
や
学
校
な
ど
の
人
間
関
係
）
が
で
き
な
く
な

る
と
思
っ
た
か
ら

 

１
１

  
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら

 

１
２

  
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら

 

１
３

 
 
相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ
と
思
っ
た
か
ら

 

１
４

  
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら

 

１
５

  
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
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７
 
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
１
９

 
 
次
に
あ
げ
る
言
葉
や
施
策
等
の
中
で
，
あ
な
た
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
（
○
は
い
く
つ
で
も
）

 

１
 

 
女
子
差
別
撤
廃
条
約
（
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
）

 

２
 

 
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

 

３
 

 
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

 

４
 

 
育
児
・
介
護
休
業
法

 

５
 

 
Ｄ
Ｖ
防
止
法
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）

 
 

６
 

 
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

 

７
 

 
茨
城
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

 

８
 

 
茨
城
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

 

９
 

 
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
条
例

 

１
０

 
 
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

 

１
１

 
 
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発
の
た
め
に
開
催
し
て
い
る
セ
ミ
ナ

ー
）

 

１
２

 
 
女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談
（
市
役
所
本
庁
舎
で
毎
月
３
回
開
催
）

 

１
３

  
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

(「
広
報
い
し
お
か
」
の
男
女
共
同
参
画
関
連
記
事
の
コ
ー
ナ
ー

) 

１
４

  
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
）

 

１
５

  
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
文
化
的
・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
）

 

１
６

 
 
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

 

１
７

  
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
は
な
い

 

 問
２
０

 
 
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
，
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
い
れ
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
○
は
３
つ
ま
で
）

 

１
 

 
関
係
す
る
制
度
の
制
定
や
見
直
し

 

２
 

 
女
性
に
丌
利
な
慣
習
の
見
直
し

 

３
 

 
男
女
共
同
参
画
全
般
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
，
広
報
活
動
の
充
実

 

４
 

 
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
教
育
や
学
習
の
充
実

 

５
 

 
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
就
業
環
境
の
整
備

 

６
 

 
各
種
保
育
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

 

７
 

 
審
議
会
な
ど
政
策
や
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
積
極
的
起
用

 

８
 

 
行
政
機
関
や
公
立
学
校
に
お
け
る
女
性
管
理
職
の
積
極
的
起
用

 

９
 

 
地
域
や
団
体
で
活
躍
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

 

１
０

  
女
性
の
再
就
職
や
起
業
を
支
援
す
る
相
談
や
情
報
提
供
な
ど
の
施
策
の
充
実

 

１
１

 
 
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
被
害
の
防
止
，
根
絶
や
相
談
・
救
援
体
制
の
充
実

 

１
２

 
 
農
林
漁
業
・
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
の
家
族
従
事
者
の
地
位
の
向
上

 

１
３

 
 
男
性
も
対
象
と
し
た
各
種
講
座
や
相
談
活
動
の
充
実

 

１
４

 
 
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
各
種
情
報
の
提
供
や
団
体
交
流
，
調
査
研
究
な
ど
を

 

 
 
実
施
す
る
拠
点
施
設
の
設
置

 

１
５

 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 

 
問
２
１

 
 
石
岡
市
で
は
，
平
成
１
８
年
４
月
か
ら
男
女
共
同
参
画
条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
が
，
あ
な

た
は
こ
の
条
例
の
内
容
を
ご
存
知
で
す
か
。
（
○
は
１
つ
）

 

１
 

 
知
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 
施
行
し
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
，
内
容
は
知
ら
な
い

 
 

３
 

 
全
く
知
ら
な
い

 

 問
２
２

 
 
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
つ
い
て
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
，
市
へ
の
ご
意
見
，
ご

要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
，
自
由
に
ご
記
入
下
さ
い
。

 
 

 

      

こ
れ
で
す
べ
て
の
調
査
は
終
了
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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